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CtEna+mb亡(n,m) ( 1 )
で表される｡いろいろな(n,m)をもつナノチューブのうち､チューブ軸に対して鏡映の対称性をもつ場合が2種類あ

















































ように水冷コイルを設けるなど､アークの冷却が有効である 6)｡ 図4に圧力 20Torで陰極を水冷した象合としてい




































































たもので､CH4を原料として 9W℃で直径 0.5-5nmの単層ナノチューブが得られる 13)｡支持材のアルミナはプロセ
ス中に触媒金属が凝集しないようスペーサとして働き､細いチューブの成長を可能にしている｡チューブ先端には触
媒粒子が見られず根本成長である｡

































シートからなる多結晶構造であること､またコイル先端の触媒金属は 帆 Snおよび Feを含む｡Feはチューブの成
長に寄与し､IrJOはそれに螺旋性を与え､Sn/0は成長を促進する働きが有ると見られている.
ナノチャプレットの合成

































































図 11 (a)交流電気泳動によるナノチューブカー トリッジ製作の模式図とカートリッジの電子顕微鏡写真.交
流電気泳動では,カーボン粒子など不純物は電極間に残り,ナノチューブは不均一電場を感じ電界方向に配向
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図 21 距離2g離れて平行に並んだ半径 Hの2本のナノチューブの静電引力による変形を模したモデル
(a)｡印加電圧が大きくなりナノチューブが変形した状態｡静電気力と弾性力が均衡している(b)0

























図 22 ナノチューブピンセットの概観図(a)と種々の異なる印加電 ナノチューブの長さを2.5pm,ヤング率をlTPa
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